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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
胃食道逆流症(GERD)と睡眠障害は強い関連がある。プロトンポンプ阻害薬（PPI）による治療は、
GERD症状や主観的睡眠指標の改善を認めるが、PPIの客観的睡眠指標に対する効果は矛盾した結果を
示している。今回、エソメプラゾール治療による消化器症状や睡眠指標の影響を質問票と睡眠時間、
睡眠の質などを客観的な値として自動測定できる腕時計型装置であるアクティグラフを用いて検討
したものである。 
【対象】 
GERD患者 13人（男性 9人、女性 4人、平均年齢 62.5才） 
【方法】 
エソメプラゾール 20mg 1 日 1 回投与を 2 週間行った。PPI 投与 3 日前より投与 2 週後までアクテ
ィグラフを装着した。F スケール問診票(FSSG)、ピッツバーグ睡眠質問票（PSQI-J）、エップワース
眠気尺度（ESS）にて消化器症状や主観的睡眠指標の評価を行い、客観的睡眠指標の評価はアクティ
グラフにて行った。 
【結果】 
エソメプラゾール投与により、FSSG では全スコアおよび reflux、dysmotility スコアともに改善
を認めた。ESSも同様に改善がみられたが、PSQI-Jでは改善はみられなかった。PPI投与 2週間後に
は、客観的睡眠指標のすべての項目での改善はみられなかったが、全覚醒時間（47.5±39.6 分 → 
36.0±27.1 分、p<0.05)、入眠潜時 (19.5±19.8 分 → 9.9 ±10.2 分、p<0.05)、睡眠時間百分率 
(89.1±8.8% → 91.9±6.3%、p<0.05)は有意な改善を認めた。 
【結論】 
 日本人 GERD患者において、エソメプラゾール治療は様々な客観的睡眠指標を有意に改善させた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
胃食道逆流症(GERD)と睡眠障害は強い関連がある。プロトンポンプ阻害薬（PPI）による治療は、
GERD症状や主観的睡眠指標の改善を認めるが、PPIの客観的睡眠指標に対する効果は矛盾した結果を
示している。今回、PPI治療による消化器症状や睡眠指標の影響を質問票と睡眠時間、睡眠の質など
を客観的な値として自動測定できる腕時計型装置であるアクティグラフを用いて検討したものであ
る。 
 対象は、GERD患者 13人（男性 9 人、女性 4人、平均年齢 62.5才）で、方法は、エソメプラゾール
20mg 1日 1回投与を 2週間行った。PPI投与 3日前より投与 2週後までアクティグラフを装着した。
Fスケール問診票(FSSG)、ピッツバーグ睡眠質問票（PSQI-J）、エップワース眠気尺度（ESS）にて消
化器症状や主観的睡眠指標の評価を行い、客観的睡眠指標の評価はアクティグラフにて行った。 
 結果は、エソメプラゾール投与により、FSSG では全スコアおよび reflux、dysmotility スコアと
もに改善を認めた。ESSも同様に改善がみられたが、PSQI-J では改善はみられなかった。PPI投与 2
週間後には、客観的睡眠指標のすべての項目での改善はみられなかったが、全覚醒時間（47.5±39.6 
分 → 36.0±27.1分、p<0.05)、入眠潜時 (19.5±19.8 分 → 9.9 ±10.2分、p<0.05)、睡眠時間百
分率 (89.1±8.8% → 91.9±6.3%、p<0.05)は有意な改善を認めた。 
 以上のことから、日本人 GERD 患者において、エソメプラゾール治療は様々な客観的睡眠指標を有
意に改善させたことがわかった。 
 この成績は、GERD と睡眠障害の関連性の客観的に証明したことから、著者は博士（医学）の学位
を授与されるに値するものと判定された。 
